
（1）笥15号1991年10月31日（火曜日）

発　行　所

嘉手納村役所
（076）2001

南西印刷所
電8－4321

長話

脹った総雪祭の仮装行列

才　　　　人

ユアキ

ウカヨ
カギチ

’’1ルサリ’ク

’六二三’ソ’一ト一二九

四’円’一’ここりこ四六
七七七五五五（こ、し　′1－
．九一⊂仁CCe二
二本「＿本⊂仁本五

木本　木　本本

区　互出世打数庸　子】女　子主　計

1′167

1．120

605

574

Z…；日：3；；
9　区1　3191

‾：∴二　∴

計　P2．668j6．432

報広村納手嘉
追
加
予
算
架
四
九
四
三
ド
ル
や
訂
加
更
正
予
罪
封
か
ら
才
机
の
首
の
他
に
は
比
謝
川
配
電
へ
の
一
日
も
早
く
こ
の
個
所
の
悩
み
を
釘
に
生
活
環
乾
を
消
潔
に
し

榊
素
手
納
村
給
与
条
例
打
一
旦
主
な
も
の
か
こ
款
か
ら
服
を
旦
一
九
六
r
年
度
の
株
金
払
い
込
顧
消
す
る
た
め
の
計
画
を

改
正
案
㈱
同
傭
負
給
与
及
び
旅
一
つ
て
記
載
し
て
見
ま
す
と
、
別
有
と
し
て
∴
ハ
√
ギ
ド
ル
、
番
手
頂
に
進
め
つ
つ
あ
り
ま
す
。

紺
的
瞞
銅
銅
机
誓
組
㌍
銅
絹
机
錮
㍊
…
認
錮
絹
㈹
雛
絹
…
離
締
…
措
…
…
冊

し
た
結
果
、
当
日
は
桝
と
㈲
が
丁
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
官
担
金
と
し
て
一
一
六
二
ド
ル
一
投
出
し
て
か
ら
な
お
許
可
に

保
留
に
な
り
、
脚
と
㈱
を
総
務
ざ
二
款
の
四
五
六
ド
ル
は
消
艶
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
盲
ま
で
に

‥
十
二
二
㌦
㍉
工
∵
二

可
決
さ
れ
周
は
一
部
を
修
正
し
一
八
ド
ル
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
蔭
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
行
近
、
美
里
、
コ
ザ
、
北
谷
の
路
一
の
日
の
よ
ぴ
も
の
東
西
大
網

開
き
山
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
有
り
ま
す
。
第
六
款
で
は
一
〇
一
十
月

赤
l
十
月
一
日
は
午
前
十
時
か
ら
こ

部
落
の
昔
年
男
女
約
五
十
名
に

よ
る
エ
イ
サ
ー
が
披
露
さ
れ
喝

釆
を
あ
ぴ
た
。

臼
の
午
前
十
時
か
ら
問
会
さ
れ
r
J
れ
で
紡
局
本
村
の
総
予
界
乳
七
款
の
一
三
ハ
「
一
ド
ル
は
野
旦
前
な
ど
は

萱嚢基－

第
六
回
定
例
会

四
九
四
三
ド
ル
の
追
加
予
算
等
可
決

第
人
ハ
回
定
例
茶
会
は
九
月
十
二
両
定
例
議
会
を
閉
じ
た
。
　
苛
に
な
っ
て
い
ま
す
。

待
望
久
し
い

ロ
ー
タ
リ
ー
内
の
排
水
工
事

い
よ
い
よ
十
一
月
に
着
工

摘
錮
柑
銅
盤
日
昌
］
冊
㌍
＝
錆
帥
鍔
錯
”

翫
絹
絹
溌
投
信
錯
錯
用
が
い
る

一
…
絹
酢
最
慧
緋
緋
生

す。

川
端
和
銅
調
律
川
虻
錯
一
軍
千
。
甲
専
″

描
謂
㌍
川
招
諾
鍔
那
糾
鋸
銅
説
経
細
経
路
細
細
細

問
権
現
の
神
主
の
手
で
お
ご
そ

か
に
式
が
進
め
ら
れ
た
。

時
的
な
汚
水
溜
を
つ
く
っ
て
あ
軒
村
の
生
改
グ
ル
与
と
婦
人
等
村
内
外
の
釆
髭
が
見
え
普
天

で
は
与
世
両
経
済
局
長
、
桑
江

耳
法
提
訴
n
、
隣
接
苗
町
村
長

東
門
に
別
れ
て
休
み
時
間
等
ほ
首
つ
で
い
た

予∴二∵

要
刊
項
及
び
総
会
に
提
出
す
る

議
案
を
審
議
す
る
。

水
澤
か
ん
苑
を
図
り
、
あ
れ
は

て
た
山
林
原
野
を
賊
光
郵
業
の

式
が
終
っ
た
午
後
三
時
過
ぎ
か
一

ら
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
カ
ネ
、
m

大
鼓
で
早
く
も
大
綱
の
周
囲
は
目

黒
両
の
人
で
立
錐
の
余
地
も
な
‖

癌
騨
照
た
野
田
総
官
警
大
桐
引
き
は
川

紆
局
い
四
側
に
凱
歌
が
上
っ
て
垂

と
な
っ
た
が
こ
の
行
警
対
す
H

る
村
民
の
物
心
両
面
か
ら
の
協
川

力
と
熱
意
は
そ
の
ま
ま
都
市
払

い
に
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
盲
納
へ
の
発
展
に
つ
な
が
る
も

月
程
待
た
わ
は

野
国
縫
管
祭

二
万
余
の
人
出
で
賑
わ
う

尚
、
当
日
は
北
谷
村
か
ら
砂
辺
て

お
り
ま
す
。

の
日
は
村
内
外
か
ら
つ
め
か
け

た
約
三
千
余
の
人
々
で
十
時
過

ぎ
ま
で
賑
わ
っ
た
。

百
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す。
大
綱
引
き
コ
ボ
レ

㌻
「
北
々
西
に
進
路
を

」
と
沖
範
に
向
つ
て
い
た
台
旦

二
人
⊥
車
〝
サ
リ
ー
嬢
″
も
野
一

絹
銅
門
川
摘
…
紆
紆
細
）
一
ノ
経
路

来る。

躍
霜
舶

現
を
審
査
せ
し
め
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
評

第
十
一
条
会
長
は
特
定
な
郭
二
勅
と
し
て
、
拝
み
よ
い
生
活

任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

節
十
三
兵
　
役
爪
に
は
報
酬
を

支
給
し
な
い
。
但
し
必
要
に
応

じ
手
当
及
び
費
用
弁
償
を
支
給

す
る
こ
と
が
H
来
る
。

雛
十
円
粂
　
本
金
に
事
務
局
長

㈲
㈲
莞
勃
発
璃
誓
し
て
展
開
さ

■
∴
工
∵
∵
∴
－
、

戦
前
の
郵
便
貯
金
等

支
払
い
促
進
協
議
会
を
結
成

錯
紺
轟
㍍
椚
精
鮎
川
鵠
㌍
と
を
も
つ
一

会
n
定
数
の
四
分
の
一
以
上
か

若
干
の
事
務
職
爪
を
巴
く
こ
と

が
出
来
る
ひ
朝
刊
局
長
、
庶
務

会
計
並
に
郭
務
職
員
は
評
議
員

会
に
諮
り
会
長
が
任
命
す
る
。

第
十
五
五
小
　
」
不
全
の
経
穀
は
会

良
の
免
拝
金
並
に
村
よ
り
の
縮

環
境
を
つ
く
り
、
村
綴
済
の
向

上
と
民
主
の
安
定
に
寄
与
す
る

た
め
に
第
一
次
（
苫
八
年
七
月

職
場
、
共
同
施
設
、
段
数
等
村

全
地
域
に
わ
た
り
一
宜
石
本
を

目
標
に
植
栽
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
は
今
年
七
月
か

ら
一
九
六
四
年
六
月
ま
で
の
三

私
達
の
村
を
緑
の
平
和
雄
に
す

る
た
め
に
軒
飯
の
椚
極
的
な
御

協
力
を
お
顧
い
致
し
ま
す
。

第
l
次
緑
化
連
動
実
績
裏

白
一
九
五
八
年
七
月
一
日

銅
招
精
銅
精
銅
銅
一
錮
描
掴
以
鍔
鏑
㌘

至

ヤ
ナ
ギ
、

木
麻
黄
、

∴
∵
∵
㍉
工
言
∵
．
一
㌦
∵
‥
∵
‥

一
十
二
人
（
汀
用
人
、
ム
た
野
川
H
を
里

人
㌍
ハ
の
＝
l
粧
払
■
艮
し
な
冥
牡
は
会
長
か
こ
れ
を
招
″
ず
る
二
・
♪
は
紀
‡
ト
お
い
て
巴
‖
す
る
W

第
一
粂
　
本
会
は
畑
彗
丁
納
村
堅
一
由
織
を
強
化
し
全
琉
球
の
運

氏
が
遊
出
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
言
責
の
親
睦
及
び
相
互
扶
助
有
耽
務
を
行
は
し
め
る
。

才
人
才
日
子
井
は
評
議
員
会
の

議
決
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

本
会
の
会
計
年
度
は
政
肘
の
両
誓

の
決
算
は
評
識
良
会
の
承
認
を
一

た
。
当
日
は
会
則
審
議
の

貝
選
出
を
街
い
会
長
に
伊

長
、
副
会
長
に
島
袋
盛
光

の
旦
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
百
中
か
ら
議
長
を
互
麗
し
晶
長

会
則
を
掲
載
致
し
ま
す
。

後
笹

L
寸
，臓 閃

（
団
体
）
等
と
の
密
接
な
連
石
職
務
を
代
行
し
全
長
副
会
長

携
に
よ
り
関
越
解
決
に
努
力
す
軒
に
事
故
あ
る
と
き
は
評
議
n

に
関
す
る
こ
と
。
　
　
　
　
粛
八
粂
　
総
会
及
び
評
議
員
会

前
の
郵
便
貯
金
等
支
払
い
促
進
打
展
開
に
努
力
す
る
こ
と
。

協
議
会
と
称
し
功
汚
局
髪
葦
有
そ
の
他
日
的
達
成
に
必
要
な

讐
粂
本
会
の
負
は
葦
関
川
㌢
会
の
金
談
は
総
会

納
村
役
所
内
に
田
く
。

る否満たを以の
と同良い閉上会



第15号（2）　1961年10月31日（火曜日）　　嘉　　手　　納

1961年皮赤い羽板募金割当表　　　　　前年故実精麦

曹露針葉宗射百分比
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世帯豊と‘日日票頂
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506】4941．000　188126．40
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

604；　616　1・220　　　237　34・05

462－　　499．　961　　174　　24．15

721■　　　818　し539：　　328　　46．80

452　　469　　921：　192　27．60

249　　33．60

28．35

33．15

47．70

39．O G

287j　41・85

2．649！382．65

」

592！　6211．193
ト

555i　　　604

544■　　568

701；　781

473■　　　601

これから火災のシーズン

年度別発生状況

消防隊（電話）

ま

なす
かがけ

就ひに　　ヲご争
いはるl

さ　引　は　さ

れ上今れ
る　し年て

嘉手納村人口動態表　1！お1年9月現在

∴∴∵∵●｝∴む∴　∴l

出川鱒
6　区〔　249こ　573　　623．ト196

7　区　　193；　562　　604　1・166

8　区　　　　224．　　549　　　　57211．121

9　区．　　320■　　　705　　　　780　1．48二・

10区と　　262・　480　　60bil・U86

11区．　　29机　　　784　　　　855　　ト639

6．408　　6．943・13．351

∴
圭
∴
宇
㍉
㍉
－
－

ド
ル
と
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
た
擢
過
し
た
全
額
を
村
に
配
分
訂
結
果
・
戸
別
琴
璽
二
八
二
ド

‥
〃
巧
小
還
的
に
目
貫
れ
た
い
■
こ
の
程
さ
る
・
宕
T
l
r
に
美
二
㌧
n
㍉
√
丁
人
r
L
L
に
こ
の

子
供
述
の
・
毀
損
埋
設
、
町
や
杜
相
知
花
に
あ
る
琉
球
ア
ス
7
7
繁
に
大
」
‥
‖
い
山
川
l
て
い
ま

赤
い
羽
根
共
同
婁
薮
甘
鵜
損
黒
摘
絹
描
㌫
工
謹
皇

1
朽
H
の
仁
化
し
　
「
、
l

H
　
㍑
一
卜
∴
、
J
＝
L
L

．
カ
あ
っ
て
始
め
て
ふ
C
l
呵

∴
汗
‥
八
し
て
下
さ
い
。

黒
か
相
打
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

ル
ト
会
社
（
祉
＝
雫
バ
志
崇
が
紺
す
。

氏
）
か
ら
本
村
社
会
福
祉
暢
読
▼

会
に
五
十
ド
ル
の
寄
付
が
あ
り
一

す
ら▲

…
農
薬
は
建
設
経
済
課
へ

本
村
役
所
の
建
設
総
研
課
で

結
核
予
防
週
周

十
一
月
一
日
－
七
日

甘
苗
の
病
貸
出
を
駈
険
す
る
へ

ブ
タ
や
水
稲
哲
虫
を
駆
除
す
る

B
H
C
、
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

を
駆
除
す
る
ナ
メ
ト
ー
ル
等
の

ま
す
が
、
本
村
の
目
標
動
は
五

八
三
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す

塁
鍔
錯
宗
門
㌍
貧
打
澗
摘
踊
今
年
も
来
蔓
月
盲
か
ら
一
が
い
か
に
墓
で
あ
る
か
を
徹
摘
薄
絹
芦
摘
黒
い

亘
津
言
轟
沈
．
㌍
川
…
沼
拍
日
昌
∴
日
日
㌍
す

∵
ユ
キ
㍉
圭

ます。

な
お
、
こ
れ
が
実
施
は
戸
別
募

金
を
区
長
、
婦
人
会
、
青
年
会

が
主
体
に
な
っ
て
区
単
位
に
お

こ
な
っ
て
お
り
、
職
域
募
金
や

七
日
ま
で
の
一
週
間
全
琉
一
斉

に
結
核
予
防
週
間
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
道
間
を
通

じ
、
結
核
が
伝
染
病
で
あ
る
こ

と
を
破
く
詔
品
せ
し
め
、
無
自

覚
の
中
に
感
染
し
発
病
す
る
者

が
多
い
こ
と
を
範
調
し
、
常
旦
て

こ
の
募
金
の
配
分
に
つ
い
て
お
藩
や
と
し
よ
り
の
福
祉
、
忙
し
l
大
口
募
金
は
福
祉
委
爪
と
村
役

頃
、
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
顧
核
の
予
防
は
、
医
療
、
施
設

所
が
村
内
の
各
職
域
を
始
っ
て

お
り
ま
す
の
で
皆
控
の
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
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1

区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
区
　
計

普
及
事
業
と
改
善

グ
ル
ー
プ

本
村
に
は
二
二
九
名
の
万
々
が

十
匹
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
姐

城
社
会
や
不
合
理
な
生
酒
の
改

善
に
努
力
し
て
い
る
生
新
改
新

グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
お
り
ま
す

が
今
月
は
生
拓
改
訳
の
問
胞
に

つ
い
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
生
活
改
良
普
及
叶
菜
は

こ
れ
か
ら
冬
に
向
つ
て

は
常
に
空
気
が
乾
そ
う

め
に
生
活
に
必
衰
な
棄
雲
よ
訂
不
狂
草
お
き
て
お
り
そ
の
甘
藍
た
に
す
い
孤
中
に
手
折
げ
椛
か
ら
関
璧
宗
早
蔓
れ
伝
監
獄
で
も
た
く
、
ゆ
つ
く
。

圭
言
三
幸
∴
㍉
二
言
∴
二
■
∴
二
一
∵

■　　〉【

一

山

．

二

．

t

‘

一

ノ

．

ヨ

」

て

■

．

農

．

二

二

ー

．

．

‥

：

ミ

　

ル

▲

一

目
上
に
∵
㌦
㌦
∴
∵
告
㌍
言
上
言
上

あ
げ
て
実
行
す
る
同
じ
作
問
の
や
各
年
校
ぺ
飲
食
店
糾
l
令
閑
剖
〃
　
知
花
眈
新
兵

親
し
い
票
生
括
望
グ
蒜
弱
棚
冊
最
錮
㍍
甥
㌶
絹
絹

ト
フ
で
あ
り
ま
す
。

す
。
こ
の
よ
う
に
n
分
白
身
が

生
泊
改
善
向
上
の
関
脇
を
と
り

二
時
か
ら
本
村
役
所
の
会
l
凪
午
は
決
の
と
お
り
。

た
読
谷
、
嘉
手
納
両
村
の
区
長
全
長
　
伊
礼
′
膵
n
氏

政
吉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
▲

を
自
覚
し
不
弁
粗
た
生
括
を
改

び
払
杵
を
指
鼻
し
広
敵
に
も
－

生
活
の
中
か
ら
一
つ
一
つ
の

隆
を
と
ら
え
て
こ
か
を
斬
決

て
行
く
も
の
と
さ
か
て
い
ま

損
つ
か
な
い
殻
日
に
野
心
は
か
り
料
か
え
や
す
い
牝
を
火
の
気
の

で
た
く
一
人
の
不
注
患
か
い
で
打
く
l
ニ
記
し
て
た
し
で
し
ょ
う

卓
か
不
狂
悪
で
お
き
て
お
り
そ
の
四
才
た
た
に
す
し
孤
亘
に
手
持
折
杭
か
ら
牒
醤
小
石
カ
月
え
そ
れ
覇
王
壬
．
】
．
．
．
ノ
．
－
｝
．
－

一
二
∴
∵
二
㍉
　
∴
十
二
∵
一
－
三
∴
∴
÷
∴
。
十
二
∵
∵
二

間
一
駅
じ
ん
と
化
し
て
取
り
返
し
の
ぅ
力
J
　
　
　
　
　
　
ぢ
い
て
㌘
机
損
か
あ
っ
た
こ

＝
」
L
J
‖
火
事
は
心
の
油
断
か
ら

粧
錯
綜
医
喝
慧
Ⅶ
封
封
＝
…
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づ

▼

打
た
と
カ
′
γ
く
た
り
∵
∵
揖
乙
つ
‥
ト
り
合
に
わ
い
て
は
速
か
に

㌻
っ
で
す
。
　
　
　
　
村
上
に
報
告
し
・
そ
の
拒
一
芸

竺
粂
農
作
物
の
増
産
を
国
雄
蓋
苧
屈
に
村
長
が
定
め
る

て
荒
ぶ
地
を
解
消
す
る
者
に
た
頂
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
し
・
こ
の
穀
粒
に
よ
り
毎
年
■
堅
ハ
粂
祈
助
金
は
、
事
業
完

予
算
の
範
由
内
に
お
い
て
湘
助
了
後
審
査
の
上
交
付
す
る
。

酢
三
条
　
こ
の
規
程
に
よ
る
策
対
象
に
な
っ
た
経
費
以
外
の
経

金
を
交
伺
す
る
。

第
七
粂
　
補
助
金
は
、
交
付
の

る
た
め
、
若
手
納
村
内
に
於
い

書
類
を
添
え
、
村
長
に
捉
出
し

◎
霹
手
柄
村
荒
ぶ
地
酎
消
対
垢

榔
助
金
交
付
娩
恕

に
）
山
手
し
、
完
了
し
た
と
き
は

∵
様
式
那
一
一
日
ヤ
（
硝
）
に
よ
る

新
生
活
運
動

失
政
協
を
結
成

新
正
連
動
の
展
開
へ

村
長
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
。

明
る
い
揖
か
た
家
庭
料
短
く
た
天
災
の

こ
の
規
程
に
よ
る
指
令
及

二
　
1
t
業
施
行
方
法
が
不
適
当

箆
そ
の
ほ
と
ん
ど
与
て
て
い
き
ざ
力
を
賢
女
に
は
蓑
蓋
■
筈
入
れ
圭
、
撃
閃
誓
…
錆
侶
…
絹
㌍
㌘
不
蓋
が
あ
る

す

■

・

　

　

　

　

　

■

れ
て
き
た
の
で
あ
り

日
の
目
党
か
な
く
な
か

∴
∴
∴
∵
∵
一
－
㍉
∴
㍉
二
十
誉
言
‥
－
い

術
に
移
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

生
活
改
華
の
効
果
を
あ
け
る

ほ
従
来
の
よ
う
に
拒
草
者
に

つ
は
ら
れ
父
「
お
ま
か
せ
字

㍑
H
招
‰
錯
錯
㌢
と
か
あ
り
葺
二
締
㌍
“
崇
錯
絹
本
瑚
絹
銅
紺
緋
黙
認

ら
つ
て
火
災
無
‥
の
な
い
明
る
彿
あ
な
た
は
防
火
砂
等
の
応
急
二
住
い
で
し
ょ
う
か
ら
こ
う
し
紺
作
地
の
乱
ぶ
址
か
つ
ぎ
つ

町
造
り
に
聖
屑
の
御
協
力
消
火
ほ
材
料
占
え
ず
手
元
に
準
r
ち
ぐ
は
ぐ
な
考
え
方
を
改
め
監
さ
れ
つ
つ
あ
。
ま
す
。

防
犯
協
会
役
員
を
改
選

」
を
す
て
て
n
労
い
身
が
日
放
一
　
　
　
　
新
会
長
に
伊
礼
本
村
々
長

嘉
手
納
地
区
（
読
谷
嘉
手
納
〕
協
会
の
総
会
を
聞
き
役
n
改
退

監
阜

吉
尾
郡
元
氏

上
板
市
姓
氏

餌
畔
封
じ
ゆ
ん
氏

町
‖
宗
美
氏

山
坂
酔
〃
甑
氏

亀
谷
栗
敏
氏

無
化
平
良
氏

町
川
昌
栗
氏

宮
城
某
明
虔

｛
駈
け
が
光
氏

こ
れ
は
木
村
の
荒
ぶ
地
解
消
対

簾
郡
助
金
交
付
か
好
彫
響
と
な

づ
て
い
る
も
の
で
、
十
月
現
在

七
六
√
名
の
村
民
が
農
耕
バ
ス

を
も
ら
っ
て
お
り
、
去
年
は
三

一
七
に
ド
ル
の
郡
助
で
嘉
・
八
千

坪
の
荒
地
が
m
発
さ
れ
廿
韓
や

一
廿
し
ま
た
ど
が
桁
向
け

一
お
り
ま
す
。
村
役
所
で

も
t
「
斗
′
■
ド
ル
を
千
罪

了
れ
で
一
一
万
坪
が
机
盟

も
の
と
見
て
い
ま
す
．


